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区　　分
令和７年度
当初予算額

（A）

令和８年度
当初予算額

（B)

対前年度比較

増減額
（B）－（A） 増減率

① 一 般 会 計 43,770,000 36,990,000 △ 6,780,000 △ 15.49％

② 特別会計　小計 14,721,288 15,195,123 473,835 3.22％

住宅新築資金等貸付 9,136 10,615 1,479 16.19％

国 民 健 康 保 険 7,414,175 7,487,843 73,668 0.99％

事 業 勘 定 6,761,430 6,602,990 △ 158,440 △ 2.34％

直営診療施設勘定 652,745 884,853  232,108 35.56％

後期高齢者医療 1,209,666  1,386,006 176,340 14.58％

介 護 保 険 6,088,311 6,310,659  222,348  3.65％

③ 企業会計　小計 6,384,372 6,682,783  298,411 4.67％

工業用水道事業 227,069 173,319 △ 53,750 △ 23.67％

水 道 事 業 1,145,427 1,309,222  163,795  14.30％

簡易水道事業 6,018 7,859  1,841 30.59％

下 水 道 事 業 5,005,858 5,192,383 186,525 3.73％

合計① ＋ ② ＋ ③ 64,875,660 58,867,906 △ 6,007,754 △ 9.26％

３６９３６９億億９，０００９，０００万円万円
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

比
15
．
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
災

害
関
連
事
業
費
は
令
和
６
年
度
決
算
で
総
額
約

６
５
４
．８
億
円
に
達
し
、
令
和
８
年
度
末
の
進

捗
率
は
96
．６
％
と
な
る
見
込
み
で
、
令
和
９
年

度
に
は
一
定
の
区
切
り
を
迎
え
る
予
定
で
す
。
事

業
の
進
捗
に
伴
い
災
害
関
連
経
費
は
減
額
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
た
め
に
は
引

き
続
き
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
産
業
・
観
光
振
興
、

人
口
減
少
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
適
正
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

３６９億
９, ０００万円

その他その他
26 億 2416 万26 億 2416 万
7 千円7 千円 市債 ( 臨財債除く )市債 ( 臨財債除く )

24 億 60 万円24 億 60 万円
市税市税
78 億 270 万78 億 270 万
1 千円1 千円

依存財源その他依存財源その他
24 億 2700 万円24 億 2700 万円

県支出金県支出金
39 億 8600 万39 億 8600 万
5 千円5 千円

国庫支出金国庫支出金
51 億 577 万51 億 577 万
7 千円7 千円

地方交付税等地方交付税等
85 億円85 億円

分担金・負担金分担金・負担金
使用料・手数料使用料・手数料
4 億 8176 万4 億 8176 万
2 千円2 千円

諸収入・自主財源その他諸収入・自主財源その他
62 億 8615 万62 億 8615 万
5 千円5 千円

３６９億
９, ０００万円

補助費補助費
44 億 7621 万44 億 7621 万
8 千円8 千円

繰出金繰出金
28 億 8918 万28 億 8918 万
2 千円2 千円

物件費物件費
50 億 6803 万50 億 6803 万
6 千円6 千円

災害復旧費災害復旧費
15 億 8268 万15 億 8268 万
2 千円2 千円

普通建設事業費普通建設事業費
41 億 3598 万41 億 3598 万
5 千円5 千円

公債費公債費
33 億 352 万33 億 352 万
6 千円6 千円

人件費人件費
58 億 5041 万58 億 5041 万
2 千円2 千円

扶助費扶助費
70 億 5979 万70 億 5979 万
2 千円2 千円

※企業会計の予算額については、収益的および資本的支出の合計額です。
※１万円未満切り捨てのため、計が一致していません。

歳出
◇扶　助　費…高齢者、児童、障がい者等を支援する費用
◇人　件　費…職員給与、社会保険料、議員等の報酬等
◇公　債　費…事業を行う時に借りたお金の返済金

歳入
◇市　　税…市民税、固定資産税、軽自動車税等
◇地　　方…国税の一部が市の財政状況に応じて配分さ
　交　付　税　れるもの
◇国　庫　・…市が行う事業に対して国・県から交付され
　県支出金　るお金
◇市　　債…事業の財源に充てるための国や金融機関か
　　　　　　らの借入金

復興の最終段階と持続可能な行政
運営のための予算

各会計の当初予算額

令

令和８年予算の特色

令和８年度一般会計予算令和８年度一般会計予算

歳 入歳 出

【予算の概要】

ここが知りたい財政用語 CHECK

１．前年比約67.8億円減
　　（市長選に伴う骨格予算） 
２．繰越を含む災害関連予算は実質81億円

POINT
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活
力
あ
る
産
業
と
魅
力
的
な
観
光
資
源
が

あ
る
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

次
世
代
に
つ
な
ぐ
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

生
き
る
力
を
育
み
、生
涯
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

災
害
に
強
く
、快
適
に
暮
ら
せ
る

安
全
・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

生
き
る
力
を
育
み
、生
涯
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

農 業

子育て

環 境

衛 生

安 全

教 育

活力ある高収益型園芸産地育成事業
１億５３７８万円

こども家庭センター 運営事業
３３６１万円

さくらねこどうぶつ基金事業
※詳しくは環境課へお問い合わせください

学校トイレ洋式化事業
1 億１２３０万円（３月補正含む）

甘木中学校生徒通学安全対策事業（甘木公園）

３１００万円

学校給食費補助事業
１億８７１７万円（１月補正含む）

園芸産地の育成や経営の安定を図るた
め、生産や流通に必要な施設や機械等の
導入に対して補助を行う事業です。

妊娠期から子育て期までの切れ目ない支
援を行い、子どもと家庭に関する相談や
支援を一体的に実施する事業です。

地域猫活動を推進するため、（公財）ど
うぶつ基金と連携し、飼い主のいない猫
に無料で不妊手術を行う取り組みです。

生徒の登下校の安全対策として、通学路
への照明灯の設置、防犯カメラの整備及
びカラー舗装等を実施します。

学校トイレ洋式化事業について、小学校
は令和８年度に整備完了予定です。また、
中学校では改修設計を行います。

子育て世帯の負担軽減を目的に、小学校
給食費の無償化と、中学校給食費への月
額 3,300 円の補助を実施します。

令和８年度の注目事業令和８年度の注目事業 議員が注目した予算を紹介します
（予算委員会の質疑は P.4）

【予算の概要】
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予算を徹底チェック
令  和８年度一般会計

「予算審査特別委員会」の中で行われた
質疑と答弁を抜粋して紹介します。

整備は着実に進められる
――交通安全施設整備事業

妊娠期から切れ目のない支援を
――妊婦支援事業

　　　　　 豪雨災害復旧事業の進捗
状況と今後の見通しは。

　　　　　 教育費の比率と学習環境
の改善に対しての考えは。

交通安全施設整備事業の予算が約
700 万円に減額された理由と、要望への
対応状況、現予算で整備が可能か。

国の特別交付金の減額傾向によるも
の。別枠で 500 万円を計上し、令和 8 
年度に整備を進める。令和 7 年度までに
要望へ順次対応しており、現行予算で概
ね対応可能と考えている。

平成 29 年・令和 5 年豪雨の災害関
連事業費は約 654 億 8,000 万円で、令
和 8 年度末には事業費ベースで進捗率
96.6％となる見通しである。農林災害の
一部は残るものの、令和 9 年度までに一
定の区切りを付けるべく事業完了に取り
組む。

令和 8 年度一般会計当初予算におけ
る教育費の比率は 7.38％で、昨年度と比
べ 0.73 ポイントの増となる。比率は他
の要因に左右される面もあるが、今後も
内容の充実を図りたい。また、子どもた
ちが安心安全に学校生活を送れるよう、
熱中症対策など学習環境の改善に努めて
いきたい。

年々利用者が増加している中、都市部
では相談事業に取り組んでいる自治体もあ
るが、本市として検討する考えはないのか。

本市では、妊娠の届
け出時や健診時などに、
面談や電話による相談対
応を行っている。今後も、
こうした取り組みを通じ
て相談体制の充実に努め
ていきたい。

【予算の概要】

総括質疑 －予算審査の総括として 2 人の委員から質疑－

市民の安全確保のために

災害からの復旧と、戻った日常

妊娠中から続く、
安心のサポート

快適な学校生活を

石
い し い

井 清
せ い じ

治 委員 日
ひ の

野 泰
やすのぶ

信 委員

AA

Q Q

A

Q

A

Q
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請
願
事
項
（
要
約
）　

１
．
朝
倉
市
柿
原
地
区
で
計
画
さ
れ
て

い
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
市
と
連
携
し
、
事
業
者
に
対

し
て
地
元
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求

め
る
と
と
も
に
、
水
源
や
生
活
イ

ン
フ
ラ
、
交
通
安
全
な
ど
へ
の
影

響
を
専
門
的
に
検
証
し
、
必
要
に

応
じ
て
計
画
の
見
直
し
を
含
む
適

切
な
対
応
を
働
き
か
け
る
こ
と
。

２
．
本
計
画
に
つ
い
て
、
福
岡
県
な
ど

関
係
機
関
に
手
続
き
状
況
や
検
証

内
容
を
確
認
し
、
住
民
の
不
安
解

消
と
透
明
性
確
保
に
向
け
て
適
切

な
対
応
を
要
請
す
る
こ
と
。

請
願
者

　
　
今
村　
志
帆

紹
介
議
員

　
　
渡
辺　
　
毅

人
事
案
件

犬や猫に関する手続きのご案内

旧本庁舎解体工事の請負契約を締結
旧本庁解体工事について請負業者が決定し、工事請負契約を締結しました。
工事請負人：羽野・川口特定建設工事共同企業体
請負契約額：４憶１２２８万８８００円 です。

３
月
定
例
会（
２
月
25
日
〜
３
月
19
日
）

　

３
月
定
例
会
で
は
、

36
件
の
議
案
等
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
締
結

を
は
じ
め
、
全
て
の
議

案
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

　

審
議
を
行
っ
た
議
案

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

犬・猫などの遺体処理手数料を改定

　家庭で飼育されていた犬や猫などの遺体の処理手数料を、現
行の 4,080 円から 5,000 円に改定します。物価高騰の影響で処
理費用が上昇しているため、手数料の見直しを行うものです。

　
次
の
方
々
の
任
命
及
び
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

朝
倉
市
監
査
委
員

田た
は
ら原

　
誓ち

か
な
り成 

氏
（
筑
紫
野
市
）

朝
倉
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

藤ふ
じ
も
と本

　
彰あ

き
み
ち道 

氏
（
堤
）

人
権
擁
護
委
員

浦う
ら

　
里り

か果 

氏
（
大
庭
）

本も
と
い
し石

　
敏と

し
あ
き明 

氏
（
来
春
）

　

左
記
の
請
願
書
を
全
会
一
致

で
採
択
し
、
福
岡
県
お
よ
び
福
岡

県
議
会
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

朝
倉
市
柿
原
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い

る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

【定例会概要】

請
願
書
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3月定例会で審議した議案等の結果です ◎ … 全会一致
○ … 賛成多数
※ … 討論あり議案番号 議案の件名

　総務文教常任委員会

第20号議案 朝倉市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第36号議案 朝倉市過疎地域持続的発展計画（朝倉・杷木地域）の策定について ◎可決

第40号議案 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について ◎可決

　環境民生常任委員会

第5号議案 令和８年度朝倉市住宅新築資金等貸付特別会計予算について ◎可決

第6号議案 令和８年度朝倉市国民健康保険特別会計予算について ◎可決

第7号議案 令和８年度朝倉市後期高齢者医療特別会計予算について ◎可決

第8号議案 令和８年度朝倉市介護保険特別会計予算について ◎可決

第14号議案 令和７年度朝倉市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）について ◎可決

第15号議案 令和７年度朝倉市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について ◎可決

第16号議案 令和７年度朝倉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ◎可決

第17号議案 令和７年度朝倉市介護保険特別会計補正予算（第４号）について ◎可決

第21号議案 朝倉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第22号議案
朝倉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定について
◎可決

第23号議案
朝倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例の制定について
◎可決

第24号議案
朝倉市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

の制定について
◎可決

第25号議案 朝倉市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第26号議案
朝倉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定について
◎可決

第27号議案 朝倉市国民健康保険直営診療所条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第28号議案 朝倉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第29号議案 朝倉市廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第34号議案 朝倉市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について ◎可決

　建設経済常任委員会

第9号議案 令和８年度朝倉市工業用水道事業会計予算について ◎可決

第10号議案 令和８年度朝倉市水道事業会計予算について ◎可決

第11号議案 令和８年度朝倉市簡易水道事業会計予算について ◎可決

第12号議案 令和８年度朝倉市下水道事業会計予算について ◎可決

第18号議案 令和７年度朝倉市水道事業会計補正予算（第１号）について ◎可決

第19号議案 令和７年度朝倉市下水道事業会計補正予算（第１号）について ◎可決

第30号議案 朝倉市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第31号議案 朝倉市川の駅原鶴条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第32号議案 朝倉市空家等の適切な管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第33号議案 朝倉市道路占用料徴収条例及び朝倉市法定外公共物条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

第35号議案 朝倉市上下水道事業経営審議会条例の制定について ◎可決

第37号議案 工事請負契約の変更についての議決内容の一部変更について ◎可決

第38号議案 市道路線の変更について ◎可決

第39号議案 市道路線の認定について ◎可決

【定例会審査結果】
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常任委員会 審査結果
常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

過
疎
計
画（
朝
倉・杷
木
地
域
）を
策
定

朝
倉
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
（
朝
倉
・
杷
木
地
域
）

を
策
定

3月定例会で審議した議案等の結果です ◎ … 全会一致
○ … 賛成多数
※ … 討論あり議案番号 議案の件名

　建設経済常任委員会

第41号議案 工事請負契約の締結について ◎可決

8請願第1号 朝倉市柿原地区に計画されている大規模マンション建設に関する意見書の提出を求める請願書 ◎採択

　その他

第4号議案 令和８年度朝倉市一般会計予算について ◎可決

第13号議案 令和７年度朝倉市一般会計補正予算（第８号）について ◎可決

第42号議案 朝倉市監査委員の選任について ◎同意

第43号議案 朝倉市固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎同意

第44号議案
人権擁護委員の候補者の推薦について ◎同意

第45号議案

意見書案第1号 朝倉市柿原地区に計画されている大規模マンション建設に関する意見書の提出について ◎可決

1月臨時会で審議した議案の結果です ◎ … 全会一致
○ … 賛成多数
※ … 討論あり議案番号 議案の件名

　環境民生常任委員会

第3号議案 朝倉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

　その他

第1号議案 専決処分について（令和７年度朝倉市一般会計補正予算（第６号）） ◎承認

第2号議案 令和７年度朝倉市一般会計補正予算（第７号）について ◎可決

住み続けられるまちづくりを

【定例会審査結果】

     

計
画
の
策
定
方
針
は
。

    

今
回
の
過
疎
計
画
は
令
和
３
年

度
に
策
定
し
た
現
計
画
が
令
和
７

年
度
末
で
終
了
す
る
た
め
、
後
期

計
画
に
あ
た
る
令
和
８
年
度
～
12

年
度
の
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

国
が
示
す
作
成
例
に
基
づ
き
作
成

し
て
お
り
、
計
画
の
全
体
構
成
は

現
計
画
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

    

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民

か
ら
の
意
見
）
は
あ
っ
た
の
か
。

    

全
体
で
19
件
。
意
見
に
基
づ
き

修
正
し
た
も
の
が
３
件
、
原
案
ど

お
り
が
１
件
、
参
考
と
し
た
の
が

15
件
。

AA QQ

    

改
正
内
容
は
。

   

本
改
正
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
を
図
る
た
め
の
規
制
改
革
を

推
進
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

形
成
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
行
政
手
続
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

聴
聞
等
の
通
知
に
係
る
公
示
送
達

の
方
法
は
、
市
役
所
の
掲
示
場
だ

け
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
公
表
や
市
役
所
に
設
置
し

た
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
閲
覧
が
可
能

と
な
っ
た
。
令
和
８
年
５
月
21
日

施
行
。

   

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
で
財
源
の
組
替
え

が
多
く
見
ら
れ
る
が
そ
の
意
図
は
。

   

令
和
７
年
度
は
市
町
村
合
併
特

例
事
業
債
の
充
当
事
業
が
最
終
年

度
と
な
る
。
最
大
限
に
合
併
特
例

債
を
活
用
す
る
た
め
に
財
源
の
組

替
え
を
行
っ
た
。

朝
倉
市
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正

３
月
補
正
で
財
源
の
組
替
え

（
市
町
村
合
併
特
例
事
業
債
）

AA QQ
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詳細かつ慎重に 市政をチェック　 本会議での委員長報告の動画はこちら

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

環
境
民
生
常
任
委
員
会　

犬
猫
等
死
体
処
理
手
数
料
の
改
正

わかりやすく丁寧に説明
します（朝倉診療所）

災害により被災を
受けた林道米の山線

　

家
庭
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
犬
や

猫
な
ど
の
死
体
の
処
理
手
数
料

を
、
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
現
行
の
４
０
８
０
円
か
ら

５
０
０
０
円
に
値
上
げ
す
る
も
の
。

死
体
の
持
ち
込
み
等
の
条
件
は
あ

る
が
、
適
正
に
処
理
さ
れ
る
こ
と

が
確
認
出
来
た
た
め
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
た
。

     

有
害
鳥
獣
の
取
り
扱
い
は
。

    

有
害
鳥
獣
は
農
林
課
の
事
業
で

委
託
を
行
っ
て
い
る
。
本
件
に
該

当
す
る
の
は
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼

育
し
て
い
た
犬
猫
等
を
環
境
課
に

持
参
し
た
場
合
に
限
る
。

　

朝
倉
診
療
所
が
実
施
す
る
健
康

診
断
等
の
自
由
診
療
に
係
る
使
用

料
の
額
の
見
直
し
に
伴
い
、
朝
倉

市
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
員
意
義

な
く
可
決
し
た
。

    

見
直
し
に
伴
う
算
定
基
準
は
何

か
。 

今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
物
価

高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
な
ど
の
影

響
を
踏
ま
え
、
今
後
も
安
定
し
た

健
診
業
務
を
提
供
す
る
た
め
に
、

自
由
診
療
で
あ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
料
金
が
適
正
な
も
の
と
な
る
よ

う
料
金
（
使
用
料
）
を
改
定
す
る

も
の
。

 

市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

 

半
日
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

る
方
に
は
、
１
か
月
前
に
通
知
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
ま
た
、
窓

口
に
お
越
し
の
際
に
は
、
丁
寧
な

説
明
を
行
っ
て
い
く
。

犬
猫
等
死
体
処
理
手
数
料
が
改
正

朝
倉
診
療
所
が
実
施
す
る
健
康
診
断

等
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
料
金
改
定

建
設
経
済
常
任
委
員
会

川
の
駅
原
鶴
の
新
た
な
利
活
用

A QQ

A AQ

 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
廃
止
し
、

多
目
的
広
場
と
し
た
上
で
ド
ッ
グ

ラ
ン
と
し
て
活
用
す
る
方
針
だ
が
、

そ
の
設
置
形
態
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

 

15
ｍ
四
方
、
高
さ
１
．
５
ｍ
の

空
気
式
可
動
型
で
あ
り
、
河
川
敷

と
い
う
特
性
を
踏
ま
え
、
常
設
で

は
な
く
、
当
分
の
間
は
イ
ベ
ン
ト

時
等
に
一
時
的
に
設
置
し
て
活
用

す
る
。

 

近
年
、
ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
宿
泊

利
用
が
増
え
て
い
る
が
、
温
泉
組

合
と
の
連
携
は
。

 

温
泉
組
合
等
と
十
分
に
協
議
を

行
い
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
活
用
を
含
め
、

相
乗
効
果
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

工
事
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
契

約
金
額
を
変
更
し
た
。
災
害
当
時

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
箇
所
で
、

土
砂
撤
去
後
に
道
路
施
設
の
被
害

が
判
明
し
た
た
め
、
国
の
補
助
対

象
と
し
て
工
事
を
追
加
し
た
も
の

で
あ
る
。
必
要
か
つ
適
切
な
増
額

と
判
断
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。

　

水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業

の
健
全
経
営
お
よ
び
適
切
か
つ
効

率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
事
業
の
方
向
性
、
経
営
の

在
り
方
等
に
関
し
て
審
議
会
を
設

置
す
る
た
め
こ
の
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

　

朝
倉
市
の
水
道
事
業
お
よ
び
下

水
道
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、

経
営
戦
略
、
料
金
の
改
定
等
を
考

え
る
た
め
に
は
、
審
議
会
は
必
要

で
あ
る
と
説
明
を
受
け
、
有
意
義

な
議
論
等
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
、
全
員
意
義
な
く
可
決
し

た
。

朝
倉
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

AA QQ 朝
倉
市
川
の
駅
原
鶴
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

林
道
米
の
山
線 

災
害
復
旧
工
事

の
契
約
金
額
の
変
更
に
つ
い
て
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議会をもっと身近に

いただいた貴重なご意見は議会内で共有
し、市の課題解決に向けた議員および議
会活動に活かすよう努めます。
朝倉市市議会は、今後も市民に開かれた
議会を目指します。

〇物価高騰対策について
〇小中学校給食費について
〇健康づくりについて
〇朝倉診療所の建替えについて
〇有害鳥獣対策について
〇災害復旧工事（河川）について

〇小規模振興プロジェクトについて
〇学校トイレの洋式化について
〇子育てＤＸ事業について
〇マンション建設計画、黒川地区リサイクル
　工場について
〇庁舎整備後の状況について
〇キリンビール工場のコスモス園について

≪甘木会場≫

≪杷木会場≫

主な意見

主な意見

議会意見交換会を実施しました飛び出せ！
議　会

【開催概要】

今回の議会意見交換会は甘木会場・杷木会場にて開催しました。
議会意見交換会は、議員や委員会の審査内容をお知らせするとともに、市政全般に対する市民の
意見を聴き、議会活動に反映させるための取り組みです。
今後の市の課題や将来への理想などざっくばらんに語り合い、皆さんの声、また議員の声をお互
い身近に感じる時間となりました。 

〇期　日：令和８年２月 14 日（土）
〇会　場：昼の部 フレアス甘木
　　　　　夜の部 杷木地域生涯学習センター（らくゆう館）
〇参加者：甘木会場 41 名
　　　　　杷木会場 25 名
〇形　式：全体説明・各常任委員会に分かれた意見交換

【議会意見交換会】

議会
コメント
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朝倉市議会 議会中継

スマホやパソコンから

一般質問は、市の課題や方針等について、
議員自身の意見も交えながら市に考えを
聞くものです。

“ナマオケバトル in あさくら”のステージ写真

議会中継のページでは、生中継のほか、
見たい会議や議員名を選んで録画映像を
視聴できます。

【一般質問】

発
展
を
止
め
な
い

　
朝
倉
市
政
、
次
の
10
年
へ

一
般
質
問
者
11
人

傍
聴
者
109
人

旧
庁
舎
解
体
の
時
期
と
跡
地
の
活
用

方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

解
体
工
事
の
竣
工
は
、
令
和
９
年
１
月

末
を
予
定
し
て
お
り
、
跡
地
に
は
防
災
備
蓄

倉
庫
を
整
備
し
、
防
災
拠
点
と
し
て
利
活
用

を
す
る
方
針
。

庁
舎
跡
地
検
討
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

提
言
書
の
内
容
を
精
査
し
、
可
能
な
限

り
反
映
す
る
形
で
倉
庫
の
検
討
を
し
て
き
た
。

甘
木
中
学
校
の
自
転
車
通
学
路
の
防

犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が
少
な
い
。

庁
舎
移
転
で
周
辺
の
防
犯
対
策
は
重
要

と
認
識
し
て
お
り
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に

向
け
、
防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
は
計
画
に
基

づ
き
設
置
す
る
。
ま
た
、
詳
細
設
計
段
階
で

必
要
に
応
じ
て
基
数
の
見
直
し
等
を
行
い
適

切
に
対
応
す
る
。

平
成
29
年
７
月
５
日
の
豪
雨
災
害
に
お
け

る
河
川
整
備
に
つ
い
て
の
復
旧
方
針
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

（
市
長
）災
害
復
旧
を
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
。国
や
県
に
要
望
し
、原
形
復
旧
で
は

な
く
、改
良
復
旧
で
事
業
を
推
し
進
め
た
。

市
街
地
を
流
れ
る
小
石
原
川
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

小
石
原
川
の
治
水
能
力
向
上
の
た
め
県

に
、固
定
堰
撤
去
と
河
川
整
備
工
事
を
早
急
に
進

め
る
こ
と
を
、国
と
水
資
源
機
構
に
ダ
ム
群
の
再

生
事
業
を
計
画
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
く
。

河
川
が
果
た
す
温
暖
化
現
象
対
策
は
。

ダ
ム
資
源
を
活
か
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
水
力
発
電
計
画
を
国
土
交

通
省
や
水
資
源
機
構
に
働
き
か
け
る
。

今
回
の
渇
水
に
お
い
て
、
水
源
地
と

し
て
水
供
給
に
ど
う
対
処
し
た
の
か
。

朝
倉
三
ダ
ム
は
宝
で
あ
る
。
誇
り
に
思

う
。
市
民
の
生
活
・
産
業
・
農
業
を
守
る
た

め
水
確
保
に
、
今
後
も
全
力
を
尽
く
す
。

熊
くまもと

本 正
まさひろ

博 議員

① 

旧
庁
舎
と
周
辺
の
現
状
に
つ
い
て

② 

河
川
整
備
に
つ
い
て

質
問
項
目

通学路の安全確保を

Q

Q

QQQ

QQ A

AA

AAA

A

甘
木
中
通
学
路 

防
犯
設
備
い
ま
だ
不
足

動画はこちら
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A Q
関
係
人
口
の
見
え
る
化
と
は

国
の
ア
プ
リ
で
ふ
る
さ
と
住
民
を

　
登
録
し
デ
ー
タ
化
す
る

保育士の負担軽減のため、
76 年ぶりに配置基準制度
の改善がなされ、保育の
質の向上が期待できる。

動画はこちら

動画はこちら

【一般質問】

公
立
保
育
所
再
編
計
画
が
14
年
ぶ
り
に

見
直
さ
れ
る
。
入
所
率
50
％
を
下
回
る
施
設

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

入
所
率
は
適
正
規
模
を
検
討
す
る
上
で

の
一
つ
の
指
標
で
あ
る
。
数
値
だ
け
で
な
く
、

人
口
動
向
、
将
来
推
移
、
保
育
ニ
ー
ズ
、
地

域
の
状
況
等
を
踏
ま
え
総
合
的
に
検
討
す
る
。

保
育
士
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
フ
リ
ー

主
任
の
配
置
や
保
育
補
助
の
増
員
を
行
う
考

え
は
。現

在
、
会
計
年
度
任
用
職
員
32
名
が
補

助
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

公
立
保
育
所
の
役
割
と
次
期
再
編
計
画

烏
集
院
地
区
危
険
物
倉
庫
に
於
い
て

環
境
保
全
や
近
隣
住
民
の
安
全
対
策
は
十
分

か
。

烏
集
院
工
業
団
地
で
は
、
調
整
池
と
下

流
域
の
地
下
水
の
水
質
検
査
を
定
期
的
に
実

施
し
、
結
果
は
毎
年
区
会
長
へ
報
告
し
て
い

る
。
今
後
も
検
査
を
継
続
し
、
検
査
箇
所
や

回
数
は
環
境
保
全
協
定
の
協
議
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
く
。

工
業
団
地
内
で
事
故
が
起
き
た
際
の
、

緊
急
対
応
、
避
難
対
応
お
よ
び
事
故
補
償
等

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

大
規
模
な
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
工
場
や

事
業
所
に
お
い
て
は
、
消
防
署
が
、
事
前
に

作
成
し
た
警
防
計
画
に
基
づ
き
活
動
し
、
並

の
位
置
づ
け
は
。

地
域
保
育
中
心
で
、子
ど
も
と
家
庭
を
支

え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
だ
。次
期
方
針
計

画
は
、保
育
の
質
や
人
材
確
保
を
重
視
し
、安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
目
指
す
。

人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
は
。

移
住
・
定
住
の
促
進
を
柱
に
し
て
い
る
。

国
の「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」と
は
。

地
域
を
支
え
る
「
関
係
人
口
」
を
広
げ
、

ゆ
か
り
や
関
心
の
あ
る
自
治
体
を
「
も
う
一

つ
の
故
郷
」
に
登
録
す
る
制
度
。

 

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
は
本
市

に
と
っ
て
、ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
地
域
外
か
ら
継

続
的
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
は
地
域
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要
。
国
が
進
め
る
「
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
」
は
関
係
人
口
を
把
握
す

る
仕
組
み
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。
制
度
の

詳
細
は
今
後
示
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
国
の

動
向
を
注
視
し
、
活
用
を
検
討
す
る
。

行
し
て
周
辺
住
民
へ
の
安
全
対
策
を
図
る
。

　
市
は
、
地
域
防
災
計
画
の
大
規
模
事
故
等

応
急
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
署
と
情
報

共
有
を
図
り
、
消
防
団
と
連
携
し
て
住
民
避

難
広
報
活
動
や
、
避
難
指
示
、
車
両
誘
導
等

応
急
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。　

　
事
故
補
償
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
当
然

補
償
す
べ
き
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
も
朝
倉

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
入
地
中
町
自
治
会
と

と
も
に
、
事
業
者
に
補
償
を
求
め
て
い
く
努

力
を
し
て
い
く
。

QQQ

QAA Q

飯
い い だ

田 早
さ な え

苗 議員

仲
なかやま

山 寛
ゆたか

 議員

危
険
物
倉
庫
の
環
境
対
策
を
問
う

① 

将
来
を
見
据
え
た
子
育
て
し
や
す
い

 　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

② 

関
係
人
口
を
基
準
に
し
た
人
口
減
少

　

 

対
策
に
つ
い
て

① 

烏
集
院
地
区
危
険
物
倉
庫
環
境
保
全
対　
　
　

　

 

策
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

質
問
項
目

質
問
項
目

AA

QQQ AAAA

共栄共存へ
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【一般質問】

A Q
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

　
観
光
誘
客
事
業
の
再
構
築
を

関
係
者
と
十
分
に
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

 　
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く

A Q
甘
木
公
園
、
け
や
き
通
り
の
ま
ち
づ
く
り

エ
リ
ア
を
一
体
的
に
捉
え
、
相
互
の
回
遊
を
促
進

動画はこちら

動画はこちら

新
庁
舎
開
庁
（
本
庁
方
式
集
中
型
）
に

伴
い
、
農
林
商
工
部
が
朝
倉
支
所
か
ら
本
庁

舎
に
移
転
し
た
こ
と
へ
の
緩
和
策
を
。

朝
倉
支
所
に
来
ら
れ
た
農
家
の
方
の
相

談
内
容
を
支
所
職
員
が
聞
き
取
り
、本
庁（
農

林
商
工
部
各
課
）
に
繋
ぎ
適
切
に
対
応
し
て

い
く
と
同
時
に
、
改
善
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
対
応
を
し
て
い
く
。

朝
倉
支
所
と
杷
木
支
所
の
建
物
の
活
用

を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

庁
舎
移
転
に
よ
る
今
後
の
甘
木
公
園
、

け
や
き
通
り
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

沿
線
の
用
途
地
域
は
第
一
種
住
居
地
域

及
び
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
地
域
全
体
が
良
好
な
住
宅
地
と

し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、け
や
き
通
り
、

甘
木
公
園
及
び
大
平
山
周
辺
を
一
体
的
に
捉

え
、相
互
の
回
遊
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
考
え

て
い
る
。

け
や
き
通
り
の
樹
木
の
保
全
や
歩
道
の

在
り
方
、
照
明
等
に
つ
い
て
、
改
善
の
方
向

性
は
。地

域
環
境
へ
の
影
響
、
歩
行
者
等
へ
安

全
性
、
景
観
上
の
役
割
を
慎
重
に
考
え
、
地

元
住
民
と
の
合
意
形
成
を
目
指
す
。

朝
倉
支
所
の
三
階
は
、
本
庁
舎
で
保
管

中
の
行
政
文
書
の
保
管
場
所
と
し
て
の
活
用

を
計
画
し
て
い
る
。杷
木
支
所
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
の
か
引
き
続
き

検
討
を
し
て
い
く
。

宿
泊
税
を
活
用
し
た
観
光
入
込
客
の

増
大
の
た
め
の
旅
行
支
援
事
業
の
再
構
築
に

つ
い
て
。

観
光
宿
泊
業
関
係
者
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
よ
り
効
果
の
あ
る
事
業
に
な
る
よ
う

事
業
構
築
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

キ
リ
ン
花
園
の
再
開
（
実
施
）
に
向
け

て
の
考
え
方
は
。

キ
リ
ン
花
園
（
コ
ス
モ
ス
）
は
、
朝
倉

市
の
重
要
な
観
光
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。
キ

リ
ン
福
岡
工
場
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く
と
同
時
に

観
光
協
会
に
も
協
力
を
依
頼
し
て
い
く
。

少
な
い
世
帯
数
で
も
持
続
可
能
な
自

治
会
運
営
を
行
う
た
め
に
、
市
は
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

各
区
（
自
治
会
）
の
困
り
ご
と
を
、
吸

い
上
げ
市
全
体
で
協
議
検
討
を
行
い
、
課
題

を
整
理
し
解
決
に
向
け
た
取
組
み
作
り
を
進

め
て
い
く
。

け
や
き
通
り
に
若
者
が
集
う
カ
フ
ェ

や
美
容
ス
ポ
ッ
ト
等
の
出
店
を
促
す
取
り
組

み
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

賑
わ
い
の
創
出
の
た
め
、
令
和
７
年
度

か
ら
ま
ち
づ
く
り
学
校
を
行
っ
て
お
り
、
人

材
発
掘
と
育
成
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
何
か
を
や
り
た
い
と
い
う
人
と
協
力
し

な
が
ら
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

甘
木
公
園
に
は
何
か
が
足
り
な
い
。
甘

木
公
園
を
も
っ
と
花
い
っ
ぱ
い
に
。
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ー
の
開
催
や
芝
生
広
場
法
面
の
植

栽
、
目
玉
と
な
る
よ
う
な
大
型
遊
具
の
設
置

等
が
必
要
で
は
。

地
域
住
民
や
企
業
が
主
体
と
な
っ
て
花

壇
の
整
備・管
理
を
行
う
、県
の
パ
ー
ト
ナ
ー

花
壇
制
度
等
も
取
り
入
れ
な
が
ら
甘
木
公
園

が
市
民
に
よ
り
愛
さ
れ
る
公
園
と
な
る
よ
う

考
え
て
い
く
。

QA

QQ AA

Q

QQ AA

QQQ AA AA

石
い し い

井 清
せ い じ

治 議員

柴
しばやま

山 恭
きょうこ

子 議員

① 

朝
倉
市
が
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

① 

新
庁
舎
移
転
後
の
業
務
に
つ
い
て

② 

朝
倉
支
所
と
杷
木
支
所
の
今
後
の
活
用　
　

　

 

に
つ
い
て

③ 

朝
倉
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

④ 

自
治
会
の
運
営
に
つ
い
て

質
問
項
目

質
問
項
目

迫の谷のシャガの群生

今年 3 月末まで、朝
倉支所 2 階に設置さ
れていた「農林課朝
倉支所分室」
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【一般質問】

A Q
市
の
最
も
重
要
な
戦
略
課
題
は
何
か

３
ダ
ム
を
基
に
活
性
化
に
つ
な
げ
る

動画はこちら

昨
年
12
月
議
会
で
の
市
長
の
今
後
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
は
、
過
去
の
総

括
や
未
来
の
展
望
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
。

こ
れ
が
な
い
意
思
表
明
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

説
明
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。
２
期
８
年
を

振
り
返
り
、
総
点
検
か
ら
達
成
と
未
達
成
の

も
の
を
仕
分
け
し
て
、
課
題
を
抽
出
し
、
３

期
目
に
向
け
た
最
も
重
要
な
も
の
を
戦
略
課

題
と
し
て
位
置
付
け
る
。
こ
の
政
策
を
遂
行

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
様
な
理
由
で
朝
倉

市
に
活
力
を
呼
び
戻
し
、
市
の
た
め
に
な
る

と
述
べ
る
の
が
必
要
で
は
な
い
か
。
朝
倉
市

の
活
性
化
を
熱
望
す
る
な
ら
ば
、
政
策
論
議

が
中
心
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
主
張
す
る

戦
略
課
題
を
堂
々
と
打
ち
出
し
な
が
ら
、
市

民
の
理
解
と
選
択
を
獲
得
し
て
い
く
様
な
市

水
と
緑
が
豊
か
な
朝
倉
市
を
守
り
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
我
々

の
責
務
で
あ
る
。
水
源
地
に
工
場
を
新
設
す

る
場
合
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
事
前
届

け
出
制
度
、
住
民
説
明
会
の
義
務
付
け
を
盛

り
込
ん
だ
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

国
・
県
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
大
規

模
事
業
の
み
対
象
。
市
独
自
義
務
化
は
地
域

範
囲
や
規
模
設
定
等
が
課
題
で
、
様
々
な
制

限
を
設
け
る
こ
と
は
地
域
の
活
性
化
の
妨
げ

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
他
自
治
体
の
状
況

を
調
査
研
究
は
継
続
し
て
行
う
。

朝
倉
市
で
は
、
住
民
の
約
半
分
は
地
下

水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
地

下
水
も
限
り
あ
る
資
源
で
あ
り
、
今
後
の
持

民
と
の
共
同
作
業
が
必
要
だ
。
結
局
、
何
を

課
題
と
し
て
い
る
か
が
な
い
の
で
残
念
だ
。

安
心
安
全
は
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一
つ
で
あ
る
。
朝
倉
市
に
あ
る
３
つ
の
ダ

ム
を
基
に
し
て
朝
倉
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
。
も
う
一
つ
は
地
方
創
生
や
人
口
減

少
の
抑
制
を
や
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
子

育
て
や
教
育
、福
祉
の
政
策
を
や
っ
て
い
く
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
も
同
様
で
あ
る
。
市
民

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
将
来
に
希
望
が

持
て
る
市
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

続
的
な
利
用
の
た
め
に
も
保
全
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
熊
本
県
内
の
自
治
体
の
よ
う

に
事
業
者
か
ら
取
水
量
に
応
じ
て
協
力
金
を

求
め
る
制
度
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。
得
ら
れ

た
協
力
金
は
、
例
え
ば
中
山
間
地
の
稲
作
等

の
地
下
水
の
涵
養
事
業
に
充
て
る
。

現
段
階
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
熊
本
県

内
の
自
治
体
と
同
様
の
取
り
組
み
は
難
し

い
。
し
か
し
、
地
下
水
涵
養
の
取
り
組
み
は

重
要
で
あ
る
た
め
、
地
下
水
の
調
査
を
継
続

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

建
物
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
中
央
図
書
館

と
朝
倉
図
書
館
で
は
、
利
用
者
数
が
約
３
倍

も
違
う
。
朝
倉
図
書
館
に
独
自
の
特
色
を
持

た
せ
る
た
め
、
ア
イ
デ
ア
を
市
民
か
ら
公
募

し
て
は
ど
う
か
。

朝
倉
図
書
館
は
、
子
ど
も
向
け
サ
ー
ビ

ス
を
重
視
し
て
い
る
。
市
民
の
意
見
を
聞
き

つ
つ
、
今
後
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q

QA

Q

Q

A

AA

中
なかしま

島 秀
ひ で き

樹 議員

渡
わたなべ

辺 毅
つよし

 議員

水
源
地
を
守
る
条
例
の
制
定
を
問
う

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
は

　

 

何
を
し
た
ら
い
い
の
か

② 

朝
倉
市
の
現
状
認
識
と
課
題
に
つ
い
て

① 

事
業
所
等
の
参
入
に
つ
い
て

② 

水
循
環
保
全
条
例

③ 

図
書
館
の
活
用

質
問
項
目

質
問
項
目

動画はこちら

独自性の強い図書館づくりを

戦略課題は何か



14令和 8 年 6 月 1 日号 あさくら市議会だより

【一般質問】

徳
とくなが

永 秀
ひでとし

俊 議員

大
お お ば

庭 きみ子
こ

 議員

A Q
学
校
体
育
館
に
空
調
を
付
け
る
べ
き
で
は

早
期
に
方
針
を
決
め
て
お
示
し
す
る

本
市
の
快
適
な
暮
ら
し
を
問
う

質
問
項
目

質
問
項
目

民
生
委
員
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
地
域
福
祉
を
支
え
る
重
要
な
柱
で
あ
る

が
、
な
り
手
不
足
対
策
は
。

本
市
の
民
生
委
員
の
充
足
率
は
、

１
０
０
％
だ
が
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
本
市

に
お
い
て
も
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
は
課

題
で
あ
る
。
現
行
制
度
に
は
、
限
界
が
生
じ

て
い
る
。
実
務
的
な
業
務
量
の
削
減
な
ど
、

民
生
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

農
地
の
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の

対
策
は
。

朝
倉
市
内
の
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
の
状
況
を
尋
ね
る
。

市
内
小
中
学
校
17
校
あ
る
が
、
空
調
設

備
は
整
備
し
て
い
な
い
。

学
校
体
育
館
は
子
ど
も
達
の
教
育
生
活

の
場
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て

も
活
用
さ
れ
る
。
国
も
有
利
な
予
算
を
出
し

て
推
進
し
て
い
る
。
防
災
の
面
か
ら
市
の
考

え
方
を
問
う
。

近
年
夏
場
の
気
温
が
高
温
に
な
る
気
象

状
況
か
ら
子
ど
も
達
の
安
全
と
災
害
時
の
避

難
所
環
境
向
上
、
関
連
死
防
止
の
た
め
、
体

育
館
の
空
調
整
備
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。教

育
環
境
の
改
善
と
し
て
、
教
育
の
観

農
家
の
減
少
で
農
地
の
貸
し
借
り
が
増

え
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
申
請
時
に
24
項

目
の
注
意
事
項
の
遵
守
を
双
方
に
指
導
し
、

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
抑
制
す
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
。

地
震
に
伴
う
通
電
火
災
は
極
め
て
深
刻

で
あ
る
。
能
登
地
震
や
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
火
災
の
６
割
以
上
が
通
電
火
災
で
あ
っ

た
。対
策
と
し
て
強
い
揺
れ
を
感
知
す
る
と
、

自
動
的
に
電
気
を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
が
有
効
で
あ
る
。
地
震
火
災
へ
の
備
え

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、
補
助
制
度
も
踏

ま
え
な
が
ら
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
公
費
助
成
の
導
入
は
で
き

な
い
か
。

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

点
か
ら
市
の
考
え
方
を
問
う
。

小
中
学
校
の
９
年
間
、
児
童
生
徒
が
学

習
し
、
生
活
す
る
大
切
な
時
間
で
あ
る
。
授

業
だ
け
で
な
く
、
全
体
集
会
、
遊
び
の
場
、

部
活
動
他
、
社
会
教
育
活
動
等
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
健
康
で
安
全
な

学
校
生
活
の
た
め
に
、
体
育
館
の
空
調
を
整

備
し
、
環
境
改
善
を
図
っ
て
い
く
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

国
の
交
付
金
は
15
年
ま
で
と
い
う
期

限
付
き
で
あ
る
。
事
業
に
も
時
間
を
要
す
る

の
で
、
早
め
に
計
画
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
る
必
要
が
あ
る
。
市
は
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

早
期
に
方
針
を
決
定
し
、
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
と
考
え
て
い
る
。

感震ブレーカーをつけましょう

子ども達に快適な教育環境を！

動画はこちら

Q

QQQ

A

AA

Q

Q

Q A

A

Q

A

A

A

① 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

② 

学
校
体
育
館
空
調
整
備
に
つ
い
て

① 

民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

② 

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

③ 

市
内
の
道
路
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て

④ 

防
災
減
災
対
策

⑤ 

高
齢
者
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

⑥ 

自
動
車
免
許
更
新
時
の
高
齢
者
講
習
に

　

 

つ
い
て

動画はこちら



15 令和 8 年 6 月 1 日号 あさくら市議会だより

【一般質問】

A Q
新
庁
舎
の
利
用
者
か
ら
の
指
摘
と
そ
の
改
善
策
は

ト
イ
レ
な
ど
の
場
所
が
わ
か
り
に
く
い
。

　
案
内
サ
イ
ン
の
追
加
設
置
を
計
画
し
て
い
る

動画はこちら

新
庁
舎
に
は
食
堂
が
な
い
が
、
賑
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
を
駐

車
場
の
一
角
に
出
店
で
き
な
い
か
。

出
店
す
る
場
所
の
問
題
や
利
用
者
の
安

全
対
策
、事
故
防
止
対
策
が
必
要
と
な
る
。近

隣
自
治
体
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

議
場
を
夏
季
と
冬
季
の
休
会
月
に
学
習

室
と
し
て
市
民
に
開
放
で
き
な
い
の
か
。

新
庁
舎
も
市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ

り
、
学
習
室
と
し
て
の
活
用
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
議

場
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
可

能
か
、
必
要
な
制
度
や
整
備
を
含
め
て
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
。

市
内
に
概
ね
40
人
以
上
の
児
童
数
で
対

朝
倉
市
が
合
併
20
年
の
あ
ゆ
み
、
い
か

な
る
経
過
を
辿
っ
た
か
。
機
関
誌
を
作
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
政
施
行
20
周
年
を
迎
え
、
将
来
の
指

針
と
な
る
も
の
を
作
り
た
い
。

学
校
教
育
だ
け
で
な
く
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
社
会
教
育
と
し
て
市
内
外
に
誇
れ

る
英
語
教
育
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
加
え
て
、
市
の
将
来
展
望
と
政
策
は
ど

う
か
。英

語
で
朝
倉
市
を
高
め
て
い
く
。
意
見

を
理
解
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
水
の
利
用
、
３
つ
の
ダ
ム
を
活
用

し
た
水
の
確
保
、
環
境
整
備
、
ダ
ム
の
高
低

差
を
利
用
し
た
水
力
発
電
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
更
に
、
人
材
の
確
保
、
育
成
、
特
に
国

の
機
関
と
の
人
事
交
流
を
進
め
た
い
。

応
し
て
い
る
学
童
が
９
か
所
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
支
援
員
の
配
置
は
基
準
を
満
た
し

て
い
る
の
か
。

す
べ
て
の
学
童
保
育
所
で
配
置
基
準
を

満
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
校
直
後
な
ど
児

童
が
集
中
す
る
時
間
帯
は
支
援
員
を
追
加
配

置
し
複
数
名
に
よ
る
観
察
体
制
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

杷
木
志
波
の
高
速
道
路
沿
い
に
あ
る

原
鶴
温
泉
の
看
板
が
前
面
の
木
の
繁
茂
で
見

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
管
理
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

枝
の
剪
定
等
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
。

杷
木
志
波
以
外
で
市
が
管
理
す
る
原

鶴
温
泉
の
看
板
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
状
況

と
今
後
の
対
応
は
。

看
板
は
筑
前
町
と
大
分
玖
珠
町
に
あ

り
、
老
朽
化
に
配
慮
し
て
管
理
す
る
と
と
も

に
、
ウ
ェ
ブ
広
告
な
ど
新
た
な
Ｐ
Ｒ
方
法
も

検
討
す
る
。

人
口
減
少
の
中
、
朝
倉
市
は
社
会
増
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
外
国
人
移

住
者
の
増
で
あ
り
、
今
後
一
層
の
外
国
人
移

住
者
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
外
国
人
対
策
の

課
か
係
を
設
置
す
べ
き
。

今
回
、
外
国
人
の
た
め
の
対
策
本
を
作

成
し
、配
布
し
た
。
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

昨
年
出
さ
れ
た
５
年
間
の
財
政
見
通

し
で
は
今
後
大
幅
な
赤
字
に
な
る
と
の
こ

と
。
し
か
し
、令
和
８
年
度
予
算
が
組
ま
れ
、

今
後
投
資
的
経
費
を
計
上
し
た
本
格
予
算
が

出
さ
れ
る
。
今
後
の
財
政
見
通
し
を
作
成
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

責
任
あ
る
積
極
財
政
の
下
、
将
来
を
見

通
し
た
議
論
を
重
ね
、
よ
く
検
討
し
財
政
の

見
通
し
を
作
っ
て
い
く
。

筑前町国道 386 号
線沿いにある原鶴
温泉の看板

明るい未来をめざして

Q

QQ

AA

AA

QQ

QQ

QQ

AA

AAA

日
ひ の

野 泰
やすのぶ

信 議員

実
さねふじ

藤 輝
て る お

夫 議員

A Q
朝
倉
市
の
将
来
展
望
と
人
口
動
態
へ
の
対
策

責
任
あ
る
積
極
財
政
の
下
、
明
日
の
朝
倉
を
つ
く
る

① 

新
庁
舎
に
つ
い
て

② 

学
童
保
育
に
つ
い
て

③ 

原
鶴
温
泉
の
看
板
に
つ
い
て

① 

市
長
に
問
う

質
問
項
目

質
問
項
目

動画はこちら



朝倉市空き家対策ガイドブックを作成し、令和８年４月
１日から配布を開始しています。

Q広報紙やホームページでの啓発に加え、空き家終活 
ノートや対策ガイドブックを作成し死亡届時やセミ
ナーで配布することが有効と考えるが、今後、取り
組むことは可能か。　（令和６年 12 月定例会）

Ａ空き家対策のガイドブックは空き家問題解決の一つ
として有効であり、本市でも検討したい。

表
紙
の
風
景

　
〝
道
の
駅
原
鶴
・
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
バ
サ
ロ
〟
前
の
圃
場
に
は
、
先

日
ま
で
は
菜
の
花
が
植
わ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
約
１
２
０
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
が
大
空
を
泳
ぐ
姿
は
圧

巻
で
し
た
。
バ
サ
ロ
利
用
組
合
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
１
９
９
６
年
４
月

に
福
岡
県
第
１
号
の
道
の
駅
と
し
て
誕

生
し
て
以
来
、
た
く
さ
ん
の
出
荷
者
と

大
勢
の
お
客
様
の
お
か
げ
で
30
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
員
の
１
枚

　

３
月
15
日(

日)

に
平
塚
川

添
遺
跡
公
園
の
環
濠
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
60
人
以
上

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
筑
前
町
か

ら
参
加
し
た
大
内
田
勝
信
さ
ん

は
「
公
園
を
き
れ
い
に
す
る
活

動
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
。

遺
跡
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

く
な
っ
た
。
来
年
も
参
加
し
ま

す
！
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【一般質問追跡】

　

令
和
８
年
１
月
５
日
、
朝
倉

市
の
新
庁
舎
が
開
庁
し
ま
し

た
。
３
月
議
会
は
、
新
し
い
議

場
で
の
初
め
て
の
定
例
会
と
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
議
場
に
立

ち
、
議
会
に
託
さ
れ
た
使
命
と

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

皆
さ
ま
に
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議

会
の
審
議
や
取
り
組
み
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次回定例会の予定
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開 会 日
一 般 質 問
議 案 質 疑
常任委員会
閉 会 日

６月 11 日
６月 16 日～ 18 日

６月 18 日
６月 19 日～ 23 日

６月 26 日

※６月５日の議会運営委員会で
　変更になる場合があります。

広
報
委
員
会　

委
員
長　
　
徳と

く
な
が永　

秀ひ
で
と
し俊

副
委
員
長　
飯い

い

だ田　
早さ

な

え苗

委
員　
　
　
柴し

ば
や
ま山　

恭き
ょ
う
こ子

委
員　
　
　
渡わ

た
な
べ辺　

毅つ
よ
し

委
員　
　
　
石い

し

い井　
清せ

い

じ治

委
員　
　
　
日ひ

の野　
泰や

す
の
ぶ信

こげんなりました

あの

どげんなった？
質問


